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I. はじめに
新体操 (Rhythmic Sportive Gymnastics英）は昭和59年 8月，オリンピック・ロサンゼ
ルス大会に於いて，新体操の個人競技 (Individel Comp~ti tion仏）が正式種目となった。













1. 空間利用については， （空間構成 Air space composition英）手具が空中で使用されて
いる場合を，手具交換と，単なる空間への投げとに分け，各々の利用回数を計測した。手具
交換においては交換の大きさ（高さと幅）と，隊形との関連をも考慮した。






学紀要13号（その 1)参考文献 7では， 「こん棒」の手具を用いた団体について，本学紀要15































































































































































































































































































度 (Difficult~s moyennes仏）と左手の難度 (Difficult~s maingauch仏）の 3つがある。
次に構成要素に (Compositionjexigences仏）について考えてみる。まず選手の数 (No-
mbrede ggmnestes仏），隊形の変化 (Varietyof Formation英），諸要素の選択 (Cho-
ix des et~ments 仏），難度の数 (Nombre de defficult鈴仏），手具交換 (Elements
d~ngins 仏），準アクロバット要素 (Elements Pr~ acroba tigues仏）がある。日本チーム
とブルガリアチームの〔選手の配列と移動〕を図 I, TIに示した。日本は20回，ブルガリアは
表 2 第 2回ワールドカップの成績
GROUP 
NATION COMP. EXCE. TOTAL 
BULGARIA 9.85 9.80 19.65 
CHINA 9.55 9.40 18.95 
JAPAN A 9. 75 9.60 19.35 
JAPAN B 9.60 9.40 19.00 
INDIVIDUAL 
NATION NAME HOOP BALL TOTAL :xr/ 2 
ANELA RALENKOVA 9.70 9.90 19. 600 
BULGARIA 19.700 
DILIANA GUEORGUIEVA 9.90 9.90 19.800 
XIA YANFEI 9. 25 9.40 18.650 
CHINA 18-675 
LIV LIDA 9.35 9.35 18. 700 
AKIYAMA ERIKA 9. 70 9.55 19.250 
JAPAN A 19.025 
HIROSE CHIEKO 9.50 9.30 18,800 
HAMADA KEIKO 9.05 9.40 18.450 
JAPAN B 18.700 
OTSUKA HIROKO 9.50 9.45 18.950 
RESULTS 
RANK NATION GROUP INDIVIDUAL TOTAL 
1 BULGARIA 19.650 19.700 39.350 
2 JAPAN A 19-350 19.025 38.375 
3 JAPAN B 19. 000 18. 700 37.700 
4 CHINA 18.950 18.675 37.625 
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27回の隊形変化をしており，更に複雑な隊形を分類したものを「その他」とした。それぞれの
隊形変化までの時間を計測し表 3に示した。 FIGの規則参考文献 6では， Varietyof 
Fo皿 atuen は最低 6個であり，日本，ブルガリアともに規定の数を大幅に越えている。日本
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〇 輪 △なわ X 手具なし
図 I 第 2回ワールドカップにおける日本チームの隊形移動図
団体演技の空間構成と隊形変化に関する一考察 (3) 35 
ては， 1列斜め， 2列斜め等バラニティに富み，その他に属する複雑な隊形を示すものが 7回
と多く，独創的な平面構成がされている。作品のタイムは全体で 2分46秒，最も速い隊形の変
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図 I1 第 2回ワールドカップにおけるプルガリアチームの隊形移動図
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表 3 日本チームとプルガリアチームの隊形の種類とタイム
日 本 チ ム ブルガリアチーム
隊形の種類 時 間 隊形の種類 時 間
1 そ の 他 12秒 1 2 列 斜 め 8秒
2 II 5 2 そ の 他 1 1 
3 II 2 3 II 5 
4 ff 11 4 角 形 3 
5 2 列 斜 め 10 5 三角形と直線 5 
6 三 角形 と直 線 ， 6 そ の 他 5 
7 三角形と三角形 13 7 II 2 
8 2 列 斜 め 17 8 II 7 ， II 3 ， 2 列 縦 隊 16 
10 1 列 斜 め 12 10 II 2 
11 2 列 縦 隊 2 11 II 6 
12 II 16 12 そ の 他 2 
13 II 6 13 I 4 
14 2 列 横 隊 4 14 三角形と直線 17 
15 II 5 15 そ の 他 5 
16 II 11 16 三 角 形 と 直 線 6 
17 1 列 横 隊 5 17 そ の 他 14 
18 そ の 他 7 18 2 列 斜 め 5 
19 II 8 19 I 4 
20 II 13 20 1 列 斜 め 4 
21 V 字 1 
22 そ の 他 5 
23 角 形 4 
24 そ の 他 5 
25 2 列 斜 め 10 
26 II 4 




1列 2列 1列 2列 1列 2列 三角形
予形
円形 三角形 その他 計
横隊 横隊 縦隊 縦隊 斜め 斜め と直線 三角形
日 本 0回 1 3 
゜
3 1 3 
゜
1 1 7 20 
ブルガリア
゜゜゚ ゜




表 5 第 2回ワコールカップにおける日本，プルガリアの床面利用時間
日 本 ブルガリ ア
方 法 時間 方 法 時間
輪の > ろ が し 1秒 座 運 動 4秒‘ 
横転 と ポ ズ 1 輪 の 座 運 動 4 
輪 の 座 運 動 8 足で輪をけりころがす 1 
な わ の 横 転 3 輪 の 座 運 動 18 
輪のころがし，交換 2 座 運 動 2 
輪の自転の交換 2 ノ又＇ ‘ 換 4 
輪の座運動，交換 10 
座 運 動 4 
計 17秒 計 47秒
表 6 日本チーム，プルガリアチームの空間利用時間
日 本 ブルガ リ ア
方 法 時 間 方 法 時間
大 ノ又＇ ‘ 換 2秒 大 ノ又＇ ‘ 換 2秒
” 1 
I 3 
II 1 ジ ヤ ン／ プ 4 
II 2 ヵ ノ ン‘ 式 5 
ジャンプ， カノン式 5 I 4 
I 4 
計 11秒 計 22秒
表 7 日本チーム，ブルガリアチームの投げによる空間利用
日 本 チ ム ブルガリアチーム
片手投げ 両手投げ 計 片手投げ 両手投げ 計
輪
右手投げ 8回 3本 3回 14回 左 手 1回 水乎投げ 5回
足 II 1 右手前方 3 ひねり投げ 1 
な 2本右手前方6回 1本両手 2回 9回
右手後方 3 小さく 1 
わ 2本右手後方1





わ I 後ろから 1 11回









1回目 なわ前向き， 2本右手投げ 輪前向き，右手投げ
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も実施出来るためと考えられる。隊形変化 (Varietyof Fomation英）においては，表 4に
隊形の種類と使用回数をまとめてみた。これによると，日本は円と三角形が一度もない。しか







































と考えられる。表 5' 表 6に空間利用時間を示したが，これによると， 日本チームは 1秒単位
のものが 4回，長いもので 5秒であり，全体で 6回の空間を利用している。プルガリアは，や




利用 3回，選手が利用することが 3回で，計 6回， 17秒であった。ブルガリアチームは，手具







形は，その他，斜め 2列， 2列縦隊， 2列横隊， 1列横隊，とすべてに変化を持った構成をし
ている。交換の方法については，なわに関しては， 2本右手持ちが 4回あるが，斜めに投げる，
後ろ向きに大きく投げる，腰に巻きつける等渡す方法に変化をもたせている。その他は 1本投




回～ 6回目の交換は連続して交換している。隊形については，その他が 4回， 2列縦隊 1回，
斜め 2列 2回，斜め 1列 1回，三角形が 1回と異なった隊形によってより変化のある構成をね
らっている。
2つの国に共通するのは，斜め 2列， 2列縦隊の 2つで，残りの隊形はすべて異なり，それ
ぞれのチームによる強い個性的なもの，独創的な (Originality英）方法による手具交換





































































F. I. G. (Federetion International Gymnastics)参考文献6.
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参考文献
1- D. B.ヴァンダーレン， B.L.ベネット 「体育の世界史」 ベースボールマガジン
2. H.ハリソンクラーク 「保健体育への測定の活用」 ベースボールマガジン
3. 猪飼道夫 「身体運動の生理学」 杏林書院
4．松浦義行 「運動能力の因子構造」 不昧堂出版
5. RVDOLF. Bode 「RhythmicheGymnastics」 ベースボールマガジン
6. F. I. G. 「Code.de. pointage」 国際体操連盟
7. 高橋衣代 「団体浪技の空間構成と隊形変化に関する一考察」 その 1 本学紀要13号
8. 高橋衣代 「団体演技の空間構成と隊形変化に関する一考察」 その 2 本学紀要15号
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officie Hes a 
des exerc ices 
I 
Dans cet expose, nous 
d'engins 














































































I.  I 







avait un grand 
＇ duree de 




























en une seule 
1 d'autre triangle et 
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deux colonnes, des lignes en oblique, en 
derni'eres, nous avons cons ta te une 
/ 9 I 
avons compte 7 formations d'une duree 












2 minutes 51 
10 secondes. 











generale, les changements de formations ont lieu 
ヽtres 
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rapidement : 17 formations en moins de 5 secondes et 22 formations en moins 
de 10 secondes. Par contre, 6 formations lents sont d'une duree superieure滋
10 secondes, ce qui apport de la variet~ et du dynami smeぶ I'ensemble de 
la composition. 
En ce qui concerne les ~changes d'engins, la difference est minime entre 
les exerci ces japona i se et bu lg are, pui sque les echanges ont lieu respecti vement 
8 fois et 9 foris. 
Nous concluons que la complexit~ et la variet~ de la composition bulgare 
sont plus importantes, etant donn~ le nombre plus elev~ des ~l細ents de 
difficulte ; mais la composition japonaise est plus remarquable du point de vue 
de la concordance entre les mouvements corpore ls et les engins, et des 
elements corpore 1 s a main li bre, th~mes qui ont une grande importance dans 
les exerci ces de la GRS。 Nous avons d~couvert dans ces deux comppsit1ons 
des elements origin aux et specifiques a chacune. 
Nous allons approfondi r ces points dans notre prochain expose. 
